平成25年度事業報告書
特定非営利活動法人地球の楽好
１　事業の成果

震災後より継続し丸3年を迎えた絵本バス事業は、引き続き全国より絵本を東日本大震災の被災地全域（主に幼稚園・保育所・仮設住宅）に「えほんバス」「えほんカー」で廻り絵本を配布。

また震災直後より行っている訪問先で読み聞かせやワークショップ・身体の発達発育プログラムも随時開催しコミュニティの再形成や子どもの社会性を育むことに寄与することができたが、子どもたちに関わる大人（教員・保育士・親）達のココロの問題が更に浮き彫りになってきた。
現在も継続してボランティアに参加下さる方々と被災地を案内しながら同行することで、特に不安感を覚える子ども達（周囲の大人たちにも）世界中が忘れていないと伝えることができた一方で、孤立感を訴える言葉が多く聞かれた。
被災地では3年がたち大人たちの心の問題も浮き彫りになってきていて虐待の話も聞こえている中、心理的に安心感、子どもへ愛情もより深まり間接的にＤＶの予防の一翼を担ったと感じられた。

絵本バスやカラダの楽好の認知度も高まり来る日を指折り数えていたという話を保育所の所長先生から多く聞いた。

子どもたちの状況は良くなるどころかこれからどう影響が出てくるか注意深く観察し対処する必要が感じられる。
また、福島県、石巻、七ヶ浜、多賀城、女川、名取、仙台にて子育てサロンを開催、子育て中の母子の癒しの場の提供を行うとともにコミュニティの形成・ワークライフバランスの提案を行った。
今後とも県内母子の心の面での継続的な支援が必要とされる。
２　事業の実施に関する事項
（１）　特定非営利活動に係る事業
	事業名
	事業内容
	実施日
	実施予定場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び予定人数
	支　出

見込額

（千円）

	子どもの健全育成に係る事業
	絵本を中心に被災地を廻り子どもたちに絵本を届けながらワークショップ・読み聞かせ・ママサロンの開催
	4月1日～

3月31日
	東北中心に被災した子どもたちのいる仮設住宅、借り上げ住宅、幼稚園、保育所、その他イベント会場・サロン及び東京都内被災者サロンなど
	12人


	約50000人
	20960


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


(２)その他の事業　今年度は実施なし

